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九. 李朝の茶
高麗時代には飲茶の風習がはなはだ盛んに行われ，僧俗がそろって茶を
愛飲したが，特に上流社会においてもっとももてはやされた。
ところが，高麗の鼎が開城から漢陽（ソウル）に南遷して朝鮮時代とな
り，仏教排斥にともなって飲茶の風習も突然に衰退した。これは飲茶がも
ともと禅家の風俗として仏教と関係が深かったために，仏教とともに衰退
せずにはいられなかったのである。
それでも，李朝になってもその初期には高麗の遺風がいくらかは残って
いたのだが，中葉以降には民俗と物の名として伝わった以外には茶はほと
んどその姿を隠してしまった。茶は学者の博物考証の資料として時おり文
字の上で見えるだけである。
申叔舟1) が世宗二十五年 (1443) に書状官として日本に行ったとき，そ
の風俗を記した一節に日本人が茶を飲むことを楽しみ，路傍には茶店があっ
て茶を売り，往来する人が銭一文をもって一碗の茶を飲むといっている。
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人喜啜茶。路旁置茶店売茶。行人投銭一文飲一碗｡
人は喜んで茶を啜る。路旁に茶店を置き茶を売る。行人銭一文を投じて
一碗を飲む｡
(海東諸国記)
この当時，日本では飲茶の風習がすでに民衆化していたのである。
ひるがえって朝鮮を見れば，飲茶の風習が民衆化するどころか衰退して
いく時期にあたる。このように槿桑両域 (朝鮮と日本) で一盛一衰するの
を互いに対照するとき，朝鮮における飲茶の衰退が文化上に及ぼした影響
がけっして小さくはなく，飲茶によって誘発された陶磁器に対する審美感
を鈍くすると同時に，美術工芸の退歩をもたらしたことがわかる。
李氏朝鮮の創立からわずか五十年後には飲茶の風習はすっかり消滅して
しまったようである。申叔舟の『保閑斎集』をいくら探してみても，その
数多い詩文の中に茶に関する文字は見当たらない。ただ「道岬山渓雀舌茶」
という一句があるだけであり，これも茶を膳物としてもらったということ
をいうのみで，茶を飲料として味わい詠んだものではない。道岬寺の僧が
訪ねて来たので彼に与えた詩句に過ぎない。作者自註を見ると，道岬寺は
霊岩郡月出山にある古刹で，その寺に在住する寿眉師が訪ねて来たので，
翌朝に詩で謝意を表したものである。なにゆえこのように謝意を表したか
といえば，寿眉師はもともと南方の人で，その先師はかつて保閑斎の曽祖
父が光州瓮村に住んでいたとき，親しく従遊する誼みがあったためである。
道岬山寺渓雀舌茶。瓮村籬落雪梅花。也応知我思郷意。説及南州故事多。
(道岬山寺の渓の雀舌茶，瓮村の籬に落つるは雪梅花。応に知るべし我が
郷を思う意，説くに南州の故事に及ぶこと多し)
(保閑斎集)
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成宗のときに編纂された『東国輿地勝覧』2) に茶の産地として全羅道の
二十一郡を列挙する中に霊岩というのは見あたらないところから，道岬山
寺雀舌茶というのは，どういうわけか，叔舟のときまではあったものの，
成宗の時代にはすでになくなっていたのではないかと考えられる。
しかし，雀舌が文献に見える最初をいうと，高麗末の李斉賢3) が松広寺
の僧に与えた長篇古詩の中にある「春焙雀舌分亦屡 (春，雀舌を焙じて分
くること亦屡し」という一句が最初である。雀舌というのは早春に採取す
る茶の嫩葉のことであり，その形が雀の舌に似ているのでこのように形容
しているのであり，もともとの名詞ではない。それが後になって変じて名
詞となったと考えられる｡「雀舌茶」の三文字が完全に見られるのは申叔
舟の詩句においてである。
光海君の時代の初めに出た許浚4) の『東医宝鑑』には「苦茶」を記し，
その下にはハングルで「チャクソルチャ (雀舌茶)」と註している。そこ
で，これを引用して雀舌茶はお決まりの名詞になってしまったわけである。
しかし，雀舌茶は当初こそ良質の茶を意味していたにもかかわらず，後
世に入ってからは苦くてまずい茶をいうようになり，ついには茶の味など
区別できないほど，人びとは茶に対する趣向を失ってしまったのである。
1) 申叔舟：1417～1475 李朝初期を代表する文人政治家。字は泛翁，号は保
閑斎・希賢堂，本貫は高霊。1438年，進士・生員となり，翌年には文科に及
第して官途につき要職を歴任した。1447年，首陽大君 (後の世祖) が中国に
行くのに同行して，大君の政権奪取に協力して，世祖の即位年 (1455) には
佐翼功臣一等，芸文館大提学となり，後には領議政にまで至った。日本に使
節として渡り，そのときの見聞をもとに『海東諸国記』を著し，応仁の乱以
前の日本のありさまを記録している。著書に『保閑斎集』がある。
2) 『東国輿地勝覧』：李氏朝鮮時代の地誌。1481年 (成宗12)，王命により50
巻が編纂され，数回の改訂増補ののち1530年,『新増東国輿地勝覧』55巻と
して完成した。
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3) 李斉賢：1287～1367 高麗末の詩人・性理学者。1301年，15歳で成均試に
壮元で及第，さらに丙科で及第して官途を歩む。元との関係で困難な課題の
多い高麗宮廷で顕職を歴任した。忠宣王に呼ばれて燕京に行き，元の名士た
ちと交わり，忠宣王が西蕃に流されると，それに従って行った。右政丞を二
度経て，門下侍中を最後に引退した｡『斎乱』・『櫟翁稗説』などの著書
がある。なお,『櫟翁稗説』については梅山の翻訳が出ている (『櫟翁稗説・
筆苑雑記』作品社 2011年)。
4) 許浚：宣祖のときの漢医学者。字は清源，本貫は陽川。明宗のときに世に
出て医学に明るかった。宣祖のときに典医になり，1592年，壬辰倭乱が勃発
すると，義州まで王に随って加資され，1604年には扈聖功臣三等，陽平君に
封じられた。光海君が即位すると城門の外に退去したが，翌年には特命で呼
びもどされた。宣祖の命によって着手していた『東医宝鑑』を1610年には完
成させた。(なお，彼を主人公とした『ホジュン』という歴史ドラマは日本
でも放映されて人気を博した)。
十. 咸陽の茶園
飲茶の衰退にともなって産茶の衰退がもたらされたのは自然の道理であ
る。
李朝の初期も終わりころになると，茶の本産地である智異山にあっても，
その様子を見ると，茶の産出が減少してしまった。
たとえば，智異山の北側の咸陽のようなところでは，ほとんどの茶種が
根絶してしまったのである。
成宗二年辛卯 (1471) に畢斎・金宗直1)が咸陽郡守となったとき，こ
の郡では茶の生産がまったく行われていなかったことを見ても，それがわ
かる。畢斎は咸陽に赴任して茶園をつくり，茶樹を植えて，人びとの弊
害を減じようとした。これが咸陽茶園というものである。
茶が産出されないのに，茶の賦税だけは残っていて，人びとの弊害は多
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大であった。咸陽の郡民は毎年，茶を上進するために，茶の生産地である
全羅道に行って茶を買わなければならなかった。茶の値が高く，米一斗で
茶一合と交換した。わたしが最初に赴任してその弊害を知り，人びとから
は茶貢を受け取らないことにして，官としてあちこちで乞い求めて上進し
たのである。
かつて『三国史記』を読んだことがあるが，新羅の時代に唐から茶種を
得て智異山に植えた云々という記事がある。どうしてこの智異山の下に新
羅時代の遺種が残っていないのか，父老に遭えばかならず尋ねてみたのだ
が，果して厳川寺の北の竹林の中に幾群かの野生茶を発見することができ
た。わたしははなはだうれしく，そこに茶園を作ることにして，そのあた
りは民の田であったから，官の田を与えて交換した。数年のあいだに茶が
繁茂し，園内を満たし，四，五年たつと上進の量を満たすようになった。
以上の記録から，おおよそ茶に関した重要事実として，茶の衰退の外に
もさまざまな発見がある。まず最初に，昔の茶貢がこのときまで残存して
いたこと，二つ目に別の生産地に行って購入して上納したということ，三
つ目に茶が高価であったこと，四つ目に人びとの弊害が莫大であったこと，
五つ目に畢斎が人びとの弊害を取り除くためにふたたび茶の栽培を始め
て上進に呈したことなどなど。
しかし，ただ咸陽一郡にだけこのような事実があったことが見えるもの
の，はっきりと断定はできないにしても，かつて茶の産地といわれた地方
ではこのような茶の上進が行われていたものと思われる。
しかし，いつの間にか茶がほとんど絶滅してしまったにもかかわらず，
賦課だけはそのままになっていたことを見ると，これも役人の無理な搾取
から出たものと見ることが妥当であろう。あるいはさらにいえば，茶が絶
種に至ったことについても，上進を口実に人びとの膏血を搾取する役人た
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ちの悪逆に対抗するために，人びとはみずから茶の木を伐採したのかも知
れない。成宗朝までは太平盛時に属していて畢斎のような賢明な守令も
いたので，咸陽の茶と民は蘇生することができただけのことである。今，
その原文を以下にそのまま揚げる。
茶園二首併叙
上供茶 不産本部。毎歳賦之於民。民持価 買諸全羅道。率米一斗得茶
一合。余初到郡。知其弊。不責諸民。而官自求丐以納焉。嘗閲三国史。見
新羅時得茶種於唐。命蒔智異山云々。噫。郡在此山之下 豈無羅時遺種也。
毎遇父老訪之。果得数叢於厳川寺北竹林中。余喜甚。令建園其地 傍近皆
民田買之。償以官田。纔数年。而頗蕃敷。遍于園内。若待四五年。可充上
供之額。遂賦二詩。
(茶園二首，叙を併す
上供の茶，本部に産せざるに，毎歳これを民に賦す。民は価をもって諸く
全羅道に買ふ。米一斗をもって茶一合を得。余初めて郡に至って，其の弊
を知り，諸民を責めず。而して官みずから求めてもって納む。嘗て『三国
史』を閲するに，新羅の時，茶種を唐に得，命じて智異山に蒔く云々と見
ゆ。ああ，郡は此の山の下に在り，豈に羅の時の遺種なけんや。父老に遇
うごとにこれを訪ふ。果たして数叢を厳川寺の北の竹林の中に得。余の喜
びは甚だし。其の地に園を建てしめ，傍近の皆民田，これを買ひ，償ふに
官田をもってす。纔かに数年，而して頗る蕃敷し，園内に遍
み
つ。四五年を
待てば，上供の額に充つべし。遂に二詩を賦す)
畢斎は茶園の叙でその顛末を記録し，概括した上で得意な詩句によっ
てふたたび繰り返す。
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神妙なる苗を差し上げて王さまを祝福しようとするが，
新羅のときから残った種のことを聴かずに久しかった。
しかし今，幸いにも領地の中に採取することができ，
しばらく民とよろこび，胸をくつろげることができた。
(欲奉霊苗寿聖君，新羅遺種久不聞，
如今得頭流下，且喜吾民寛一分)
竹林の中の荒れた数畝の茶畑，
紫英鳥がしばしのあいだ嘴でつつく。
ただしかし，人びとの心の憂いをいやし，
粟粒を籠にかついで苦労する必要もない。
(竹外荒園数畝坡。紫英鳥嘴幾時誇。
但令民療心頭肉。不要籠加粟粒身)
(畢斎集三)
1) 金宗直：1431～1492 朝鮮初期の学者。字は孝盥・季，号は畢斎，本
貫は善山。1459年に文科に及第して，成宗のときに刑曹判書にまで至った。
文章と経術に抜きん出ていて，冶隠・吉再の学当を継承して多くの弟子を育
て，その中には金宏弼・鄭汝章のような名儒も出た。死後，燕山君による戊
午士禍 (1498) で剖棺斬屍の憂き目に遭った｡『畢斎集』がある。
戦雲が朝鮮半島をすっぽりとおおい，血なまぐさい塵が七年も舞った壬
辰の乱2) のときのことである。
ある日，明の将軍の楊鎬がその駐屯地であった南原からやって来て，宣
祖大王3) に拝謁して茶二包みを進呈した。
この茶は彼が南原からもってきた朝鮮の国産茶であったが，彼はこの茶
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十一. 楊鎬1)の諷刺
を王に進呈する前にまず，貴国にも茶があるのに，どうしてそれを採取し
ないのかと質問めいたことをした。
そしておもむろに左右の者に命じて茶をもって来させ，宣祖の御前に差
し出し，説明をした。この茶は南原で産したものであり，品質ははなはだ
良い，しかるに貴国の人はどうして茶をたしなまないのかと，疑問を発し
たのである。
宣祖大王はこのとき，楊鎬に対して，朝鮮では習俗として茶をたしなま
ないのだと答えた。
楊鎬はふたたび，この茶を遼東にもっていって売れば，十斤について銀
一銭を得ることができ，それでもって生活に資することができるはずだと
いった。
楊鎬はさらに続けて，西蕃 (女真) 人は膏油を食するために一日でも茶
を飲まなければ死んでしまう。そこで，中国は茶を売って一年に万余匹の
戦馬を手に入れるのだといった。
宣祖がおっしゃった，これは六安茶の類ではなく，鵲 (雀) 舌茶である
と。
楊鎬がいう，これは一般論だが，朝鮮人は人参茶を飲むが，それは茶で
はなく，薬湯である。人参湯を飲むと身体の中が煩熱となり，茶を飲んだ
ときのように爽快ではない。
さらに続けた。貴国の人が茶を飲めば，心がくつろぎ，気運が現れて，
すべての事がらがうまく行くことになろう，と。
以上は南原の茶でもって宣祖と楊鎬のあいだで問答が行われたのであり，
楊鎬は暗にわれわれ朝鮮人の柔懶なことを諷刺しているのである。宣祖に
は楊鎬のこの辛辣な諷刺を心に深く刻みつけるとともに，楊鎬の進呈した
南原茶の二包みを嘉納された。
このようなことがあって，しばらく後，宣祖は群臣を別殿に召し，楊鎬
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と交わした茶談義をそのまま話題になさった。そのことが『宣祖実録』に
記録されているが，時はまさに壬辰の乱が終わった戊戌の年 (1598) のこ
とである。
王は別殿にいらっしゃり，大臣と備辺司・有司堂上に謁見されておっしゃっ
た。楊大人 (楊鎬) が，わが朝鮮人の性質が弛緩して仕事をよく処理でき
ないと，接見するたびにいつもいい，先日はまた南原の茶二包みを進めて，
貴国は良い茶を産出するのにどうして採取して飲まず，また販売もしない
のか，貴国の君主も臣下もこの茶を飲めば，気運も上がり仕事もよくでき
るようになるはずだといった。これはわれわれを諷刺したのであろうか。
すると，大臣の中で鄭琢4) が申し上げた。これはまったく馬鹿にした話で
す。怠慢の気がどうして茶などで治療できましょうか，と。
上曰…楊大人 以我国人。性稟弛緩 不能位事 毎於接見 輒言之。前
日言於余曰。貴国有茶。何不採取。使左右。取茶来示曰。此南原所産也。
厥品甚好。貴邦人何不喫了。予曰。小邦習俗。不喫茶矣。此茶採取。売諸
遼東。則十斤当銀一銭。可以資生。西蕃人喜喫膏油。一日不喫茶則死矣。
中国採茶売之。一年得戦馬万余匹矣。予曰。此非六安茶之流。乃鵲舌茶也。
対曰。此一般也。貴国啜人参茶。此湯也。非茶也。啜之中心煩熱。不如啜
之爽快矣。使貴国陪臣喫茶。則心開気挙。而百事能做矣。仍贈予茶二包。
似是若喫茶。則或可做事。以驚之之意也。此非為茶言之。専為不做事而
発。設辞言之也。鄭琢曰。此真戯悔之言也。怠慢之気。豈喫茶所能療也。
(宣祖実録七凾巻百一)
(上曰く,「楊大人，我が国人をもって，性稟弛緩して，能く事に当た
らずと，接見するごとに，すなわちこれを言う。前日，余に言いて曰く,
『貴国に茶あり。なんぞ採取せざるや』と。左右をして茶を取りて来たら
しめて示す。曰く,『此れは南原の産するところなり。その品はなはだ好
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し。貴邦の人，なんぞ喫せざるや』と。予曰く,『小邦の習俗，茶を喫せ
ず』と｡『この茶，採取して諸く遼東に売らば，すなはち十斤にして銀一
銭に当たらん。もって生に資すべし。西蕃の人喜んで膏油を喫す。一日，
茶を喫せずは，すなはち死す。中国は茶を採ってこれを売る。一年にして
戦馬万余匹を得』。予曰く,『此は六安茶の流にあらず，すなはち鵲舌茶な
り』と。対へて曰く,『これ一般に，貴国にては人参茶を啜る。これは湯
なり。茶にあらず。これを啜れば中心煩熱して，これを啜って爽快なるに
如かず。貴国の陪臣に喫茶せしめば，すなわち心開きて気挙がる。而して
百事能くなす』と。よりて予に茶二包を贈る。似たり是れ，なんじ若し喫
茶せば，すなわち事を做すべしとは，以てこれを驚かさんの意ならん。こ
れ茶の為にこれを言うに有らず，専ら事を為さざるを発かんが為に辞言を
設けるならん」と。鄭琢曰く,「此れ真に戯悔の言なり。怠慢の気，豈，
喫茶の能く療するところならんや」と)。
楊鎬の茶による諷刺は，いってみれば,「意中有意，言外有言」ともい
うべきで，含蓄の多い逸話である。なによりもまず，中国人の実利にさと
い目はわずかのあいだに素早く商品になる茶を発見しているのである。こ
うした宝物をもっていながら，千有余年ものあいだ商品化することを知ら
ない朝鮮人に比して天と地の差があるといえよう，これは朝鮮人が深く肝
に銘ずべきことである。
1) 楊鎬：明の将軍。僉知都御史。1597年，丁酉再乱のとき，経理朝鮮軍務と
なり，督の，兵の麻貴，副兵の楊元らとともに援兵をひきいて参
戦した。最初はソウルに留まったが，後に蔚山の島山城の日本軍と戦って破
れ，罷免された。
2) 壬辰の乱：豊臣秀吉の朝鮮侵略，1592年の日本でいう文禄の役を韓国では
壬辰の乱，あるいは壬辰倭乱といい，1597年の慶長の役を丁酉再乱という。
ここではそれら前後の七年をひっくるめた戦乱を壬辰の乱といっている。
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3) 宣祖大王：1552～1608。朝鮮14代の王・李。在位1567～1608。徳興王・
の子。明宗が死ぬと即位して，退渓・李滉や栗国・李珥などを登用，儒学
を奨励して善政を敷いた。しかし，儒者たちの東西の党派に分れての党争が
始まるとともに，1592年には壬辰倭乱が勃発して，義州まで避難した。明の
援軍を要請したものの，七年の間，日本軍に国土を蹂躙されなければならな
かった。
4) 鄭琢：1526～1605。字は子精，号は薬圃，本貫は清州。1558年，文科に及
第して官途につき，左議政に至った。李滉や南溟に師事して経史・天文・地
理・兵家に至るまで精通した。壬辰倭乱の際には王の避難に扈従して扈従功
臣として西原府院君に封じられた。
十二. 茶による諷刺の再吟味
明人の楊鎬の茶による諷刺は宋人の徐兢の茶の俎評とともに茶の故事に
おいてはなはだ大きな位置を占めている。
一つは『高麗図経』に記され，一つは『李朝実録』に記されて，第一級
の資料として信用することができるものであり，それぞれ時代はちがって
も，中国の識者が槿域 (朝鮮) の茶風を実際に見て，あるいは文字でもっ
て，あるいはことばでもって，その観察とその意思を示したことに一種独
特な妙味があるといえる。
ただ徐兢が高麗の茶風の盛行を描いているのに対して，楊鎬は李朝の茶
風の衰退を見ているのであり，楊鎬の茶による諷刺を再吟味しないわけに
はいかない。
一は南原茶ということについて。楊鎬は自分が南原からもってきた茶を
示して，はっきりと「これは南原の所産」だといっている。とすると，後
世に「春香伝」で有名になる南原がこの時点において果たして茶の産地だっ
たのであろうか｡『東国輿地勝覧』を見ると，南原は智異山をめぐる十数
州の中で西側を占める雄州であるが，その名産に茶は挙げられていない。
もしそれが事実ならば，百年前の成宗1) のときにはなかった茶が百年後の
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宣祖のときにはあったというのか。わたくしの臆測ではその近邑の所産を
南原茶と冒称したのではなかろうか。
二は茶の貿易に就いて。楊鎬がみずから考えるところでは，茶を飲用せ
ずとも，商品として売ることができないかというのである。彼は「小邦の
習俗に茶を喫さない」とすることに対して「此茶採取 売諸遼東」という
説を提唱している。それだけではなく，さらに一歩を進めて，茶の価格を
いって，その利の多大なることを示すために，明の茶馬市の実例まで揚
げる。それにもかかわらず，過去はどうであれ，朝鮮はこの倭乱の後の国
家経営において茶を改良栽培して一度でも商品として利用してみようとも
しなかったのである。
三は六安茶について。このとき，楊鎬が南原茶を良品といったので，こ
のことばを聞いた宣祖はそれが良品ではなく，劣品であるという意味の答
え方をした。すなわち,「六安茶の類ではなく，鵲舌茶だ」とした所以で
ある。鵲舌茶の「鵲」は本来「雀」であるべきだが，雀舌茶がいったいど
のようなものであるかについては，すでにおおまかにいった通り，最初は
嫩芽の良品を指したものが次第に変化して苦茶の代名詞となったものであ
る。すると，六安茶というのはこれよりいくらかは佳品だったのであり，
そのことがさらによくわかるのは明代の『許辞茶疏』の産茶の条である。
天下名山 必産霊草。江南地暖。故独宜茶。大江以北 則称六安。然六
安乃其郡名。其実産霍山県之大蜀山也
(天下の名山，必ず霊草を産す。江南の地は暖かにして，ゆえに独り茶
に宜し。大江以北は，すなわち六安と称す。而るに六安はすなわち其の郡
の名，其れ実は霍山県の大蜀山に産するなり)
これで見ると，六安茶は明代の江北の所産として最も推称されたもので
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あることがわかる。ふたたび明代になる『茶部彙考』によれば，六安茶の
説明は次のようである。
品亦精。入薬最効。但不善妙。不能発香。而味苦。茶之本性実佳。
(品，亦精なり。薬に入るるに最も効あり。但し善妙ならず，能く香を
発せず。而して味は苦し。茶の本性は実は佳なり)
六安茶は精緻であり，薬用にもなるが，ただそれを製造するとき，よく
焙煎しなければ，香気もすくなく，味も悪い。しかし，その本性としてい
えば，佳良である。この六安茶は宣祖の宮廷では一種の薬品としてしばし
ば用いられたようである。
四は人参茶について。これは楊鎬が「貴国の人は人参茶を啜るが，これ
は茶ではなく薬湯である」というように，薬湯であり，茶ではない。その
語調から推察すると，宣祖の当時は宮廷でも茶の代わりに人参湯を用いた
ようである。
(茶を薬料としてまたは宰臣への褒美として下賜したことはあっても，
飲用したという例はない) 人参湯が茶の代わりに飲用されたのは宣祖朝に
始まったことではなく，李朝初期の末の成宗のときにすでに明使の接待に
用いられている。これは明使の董越2) の朝鮮賦註に「勤政殿序坐 既献人
参湯一盞畢 (勤政殿の序
ひさし
に坐す。既に人参湯一盞を献ぜられ畢ぬ」と記し
ているのを見てもわかることである。しかし，人参は神草としてこの朝鮮
の誇りであり，その湯を貴客に差し上げるのは，茶の風習が盛行した高麗
時代にもあったことである。高麗の忠宣王3) は元の燕京にいらっしゃった
が，帰国するとき，明の学士である趙孟4) が留別詩を奉呈した。その中
に「分甌共酌人参飲，繞同看芍薬枝 (甌を分ちて共に人参を酌して飲み，
を繞って同
とも
に芍薬の枝を看る)」とする聯句はいかほどかはこの間の事
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情を伝えている。
1) 成宗：1457～1494。朝鮮９代の王・李。在位1469～1494。世祖の孫，徳
宗の子。者山君に冊封されていたが，1469年に世祖妃の貞熹大妃の命により
13歳で即位した。成人するまでは貞熹大妃の摂政のもとに，学問を好み，射
芸にも巧みであった。親政するようになると，北方の平和に努め，勧農民治
に力を尽くした。学問を振興し,『東国通鑑』『東国輿地勝覧』『東文選』を
編纂させ,『経国大典』を頒布した。
2) 董越：明の官吏。成宗19年 (1488)，孝宗登極詔使として朝鮮に来ている。
3) 忠宣王：1275～1314。高麗26代の王の王璋。在位1298，1308～1313。忠烈
王の長子，母は斉国大長公主，正妃は蒙古の宗室の薊国大長公主。1296年，
世子に冊封されると元に行き，蒙古名イジルブガを名乗った。1298年，即位
したが，薊国大長公主と先に結婚していた趙氏との間の諍いから退位して，
父王がふたたび即位した。1308年，父王が死去して再度，即位したが，高麗
にいるよりも元の生活を楽しんで，王の高麗への帰還運動が始まると，あっ
さりと王位を棄てた。政治よりも文化に興味があって，元の都に万巻堂を設
立して書画を集め，高麗や元の学者との交流を楽しんだ。
4) 趙孟：元，湖の人。字は子昂，号は松雪道人・鴎波など。本来は宋の王
族だが，元に降り，翰林学士承旨となった。行・楷の書に巧みで，山水画に
も詩にも長けていた。特に彼の書体を松雪体といって珍重した。忠宣王は元
京にいて，その万巻堂は一種のサロンの様相を呈していたが，趙孟もそこ
の常連であった。
十三. 学者の知識
人参湯のようなものを茶の代用にしていた李朝において，一般人には茶
に対する理解と趣味などはいうまでもなく，その常識もなかったというの
が事実である。
それなら，学者や好事家の茶に対する知識がどのようなものかといえば，
やはり詳細かつ該博なものはなかったといっても過言ではない。
ただ，李朝の初めには騎牛子・李行1) のように煎茶の味についてよく弁
人間文化研究 創刊号
― ―140
説したこの道の達人がいないわけではなく，李朝の末にも茶山・丁若2)
のように『東茶記』を著述した朝鮮の大家がいないわけでもない。しかし，
大体において，茶風の衰退にともなって，茶の知識が欠如するようになっ
たことも否認できない。成俔3) の『慵斎叢話』に記された騎牛子・李行の
逸話を紹介すれば，成俔の曾祖父の桑谷 (成石)4) と騎牛子 (李行) は
仲がよく，たがいに家を訪ね合ったが，ある日，騎牛子が桑谷を訪問する
と，桑谷はその息子に命じて茶をもって来させようとした。しかし，茶の
水が漏れ出て足りず，他の水を注ぎ足した。騎牛は一口飲んで，この茶に
は二種類の水が入っているのではないかといった。騎牛子はこのように水
の味をよく分別することができたが，忠州達川水を第一とし，金剛山を源
にする漢江の中の牛重水を第二とし，俗離山の三陀水を第三としたという。
桑谷與騎牛子李行相善……李公嘗到堂。桑谷令恭度公 烹茶於外。茶
水漏。更添他水。李公甞之。曰此茶女添二生水。公能弁水味。以忠州達川
水為第一。自金剛山出来，漢江中之牛重水為第二。俗離山三陀水為第三。
(慵斎叢話)
(桑谷は騎牛子・李行と相い善し……李公かつて堂に到る。桑谷，恭度
公をして，茶を外に烹ぜしむ。茶の水漏る。更に他水を添ふ。李公，之
を甞めて曰く,「此の茶，二つの生水を加ふるがごとし」と。公は能く水
の味を弁ふ。忠州達川水を以て第一と為す。金剛山より出で来。漢江中の
牛重水を第二と為し，俗離山の三陀水を第三と為す)
桑谷・成石と騎牛子・李行はともに高麗末の士大夫であり，李朝の初
めまで生きていたものの，茶風の盛行した前朝の遺老として，茶道の達人
だったのである。しかし，これはまったく特例であり，一般的には李朝の
学者の茶に対する知識は浅薄なものであった。
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宣祖の時代の李光5) は李朝中期を代表する博識の学者として有名であ
る。しかし，彼が『芝峰類説』で考証している茶の採取の項についていえ
ば，朝鮮茶ではなく中国茶についてそのまま記しているに過ぎない。その
記述によると，古人のいわゆる「雨前茶」というのは三月の穀雨6) の前か，
あるいは正月の雨水7) 前に採取した初生の嫩葉佳茶であるとしている。彼
はまた李斉賢の詩の「香清曾摘火前春 (香清し，かつて火前の春に摘む)」
という「火前」というのは寒食禁火8) 前をいい，その時期に採取してつくっ
た茶について述べているのだと指摘し，今日の南方の諸郡で産出する茶は
新羅時代の智異山に植えた茶の遺種だともいっている。
雨前茶と火前茶はどちらも中国南方の茶であり，朝鮮南方の茶ではない。
彼が最後に「今南方諸郡産茶云々」といい，朝鮮南方の産茶について言及
していたとしても，その採取の時期について言及していないのは，茶に対
する彼の実際の知識の程度を推察させるものである。
その次には，粛宗9) のときの博学である李10) の『星湖説』に記され
た茶の故事がある。彼は「茶食」を解釈して，宋代の大小龍団の転化だと
し，また「点茶」を説明して，抹茶を盃の中に入れて湯水を注ぎ入れ茶筅
でかき混ぜるものとしている。しかし,「茶食」をして龍団の転化だとい
うのは，その意味がよくわからない。また点茶の方法についてもその当時
の事実をそのまま記したものであり，昔のそれとは大いに異なっていたか
もしれない。
星湖の多聞博識を以てしても，茶に対してはこのようなものであった。
次には，正祖のときの四家の一人である柳得恭11) の『京都雑誌』に記さ
れた茶の記事がある。彼は「茶無土産 (茶に土産なし)」として，そのた
めに茶は燕京で購入しなければならず，しかたなく，雀舌と薑・橘で茶の
代わりにしたとしている。しかし，南地の産茶があるのに，土産茶がない
というのはどういうわけか，また雀舌は苦茶であるのに，茶の代わりにし
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たというのはどういう意味なのか。恵風の博学でもってこのように好い加
減であるとすれば，後は推して知るべきである。
1) 騎牛・李公：李行。1352～1432。字は周道，号は騎牛子・白巌・一可道な
ど，本貫は驪興。1371年，文科に及第，翰林・修撰を経て，王のとき，典
医副正となった。耽羅 (済州島) に行き，島主の高臣傑の息子の鳳礼を連れ
て来た。このときから耽羅は高麗に属することになった。高麗が滅びて後，
太祖および太宗が数次にわたって出仕を要請したが，拒絶して遂に出仕する
ことはなかった。
2) 茶山・丁若：1762～1836。李朝後期の実学思想の大成者。字は美，号
は茶山。全羅道羅州の人。1789年，文科に及第して，副承旨，刑曹参議に到っ
た。経史に卓越したばかりでなく，西洋の学問にも明るかった。天主教 (カ
トリック) にも傾倒して，1801年の天主教弾圧の際には，長兄の若鍾は殺さ
れ，次兄の若銓は黒島に流され，彼もまた康津に流された。その18年にも及
ぶ流配生活とその後に厖大な著作を残した。
3) 成俔：1439～1504。李朝初期の名臣・学者。字は磬叔，号は慵斎・浮休子・
虚白堂。本貫は昌寧。1462年，文科に及第して，要職を歴任，礼曹・工曹の
判書，大提学に到った。音楽の大百科事典ともいうべき『楽学規範』の編纂
を主管した｡『慵斎叢話』は朝鮮社会のすみずみに話題を求めた彼の稗史小
説で，梅山訳により刊行されている (『慵斎叢話』作品社 2013年)。ここの
茶の話題はその巻３の第29話にある。
4) 成石。1357～1414。字は自由，号は桑谷。1377年，高麗の王のとき文
科に壮元で及第，持平・経筵講読官を経て，朝鮮建国後は礼曹判書・大提学
となった。1406年には使臣として明に行っている。長兄は領議政になった独
谷・石，次兄は大提学に至った桧谷・石。
5) 李光：1563～1628。字は潤卿，号は芝峰，本貫は全州。1585年，文科に
及第，1592年の壬辰倭乱の際には出戦して敗北，明に援軍の奏請使として行っ
た。当時，中国に来ていたイタリア人神父のマテオ・リッチの『天主実義』
を持ち帰り，朝鮮に初めて西洋の学問を紹介することとなった。1613年の廃
母事件の後には自ら職を辞したが，1623年の仁祖反正の後に復帰して都承旨・
大司諌となり，1627年の丁卯の士禍に際しては王に随って江華島に行った。
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官職は吏曹判書に至った。著書に『芝峰類説』がある。
6) 穀雨：二十四節気の一つ。春雨が降って百穀を潤すということから，太陽
暦では４月20日前後。
7) 雨水：二十四節気の一つ。太陽暦では２月19日ころ。
8) 寒食火前：中国では冬至の後105日目は風雨が激しいとして火の使用を禁
じて冷食をした。太陽暦では４月５日前後になる。
9) 粛宗：1661～1720。李朝19代の王の李。在位1674～1720 1667年，世子
に冊封され，政治に大きな関心と意欲をもったものの，当時は西人と南人の
党争が激しく，後宮でも張禧嬪が仁顕王后を廃そうと画策して，それに関連
して多くの人びとが殺されるような状況で治世は思うに任せなかった。大興
山城や北漢山城の修築，常平通宝の鋳造などを行った。
10) 李：1681～1763。字は自新，号は星湖，本貫は驪州。1705年，増広文科
に及第したが，兄の潜が党争の犠牲になったのをみて，官途の望みを捨てて
学問に没頭した。柳馨遠の学風を継承して実学の大家となり，特に天文・地
理・医薬・律算に業績を挙げた。歴史研究においても実証を心がけ，科挙や
両班の弊害を説いた。
11) 柳得恭：1749～？字は恵風・恵甫，号は冷斎，本貫は文化。進士となって，
1179年には検書となった。地方官を勤め，僉知中枢府事となった。北学派の
朴趾源の弟子として，実事具是の方法で中国から文物を収集・模倣して産業
振興に努めることを主張した。朴斉家・李徳懋・李書九とともに漢学四家と
呼ばれる。
李朝の学者たちの茶のついての知識は大体において浅薄であることは否
めないが，近世の冽水・丁若については茶道に造詣が深いといえなくも
ない。彼は全羅南道の康津に謫居していたとき，山茶 (冬柏) を培養し，
また『東茶記』を著述して，みずから茶山と号していた (茶山は『雅言覚
非』にも茶話を記しているが，ここでは省略する)。
しかし，茶山の『東茶記』の他にもさらに有名な茶の記録がある。それ
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十四. 草衣1)の茶頌
は草衣の『東茶頌』である。草衣は全羅北道珍山郡にある大山大寺の
僧侶であり，意恂禅師の雅号をもつが，俗姓は張氏で羅州の人である。正
祖十年丙午の年 (1786) に生まれて高宗三年丙寅の年 (1866) に八十一歳
の高齢で入寂したが，智異山・金剛山・漢拏山などの名山を巡って，かつ
て丁茶山のもとに遊んで儒教の経典を学び，また秋史2) のような名流たち
と盛んに交わった。彼の名声は禅林に名高かっただけではなく，その詩も
俗界で名高かった。そして，草衣は茶道の達人であり，世間がすっかり飲
茶を忘れてしまった時節にあって，彼はひとり国産茶を愛飲して，茶を歌
う茶詩とまた茶を礼賛する『東茶頌』を書いた。東茶というのは文字通り
東国 (朝鮮) の茶，すなわち国産茶を指している。その冊子の分量はそれ
ほど多くはないが，その内容は国産茶の吟詠と記事であって，ある意味に
おいて,『東茶頌』は朝鮮の『茶経』3) ともいえ，草衣は朝鮮の陸羽である
といっても過言ではない。
今,『東茶頌』の内容を理解するために一例を挙げる。
智異山花開洞。茶樹羅生四五十里。東土茶田之広。料無過此者。洞有玉
浮台。台下有七仏禅院。坐禅者常取飲。(東茶頌註)
(智異山の花開洞，茶の樹の羅生すること四五十里。東土に茶田の広き，
料るに此に過ぐるものなし。洞に玉浮台あり，台下に七つの仏禅院あり，
坐禅する者常に取りてて飲む)
花開洞は『東国輿地勝覧』を見ると，晋州に属する花開部曲のことであ
り，土産として楮，柿などとともに茶も記されているが,『清虚堂集』(宣
祖の時代の僧の休静4) の詩文集) を見ると，頭流の花開洞が記されている
ものの，洞の空は狭く，人がまるで壺の中に出入りするようであるという
だけで，茶樹に関する文字は見当たらない。しかし，その後に「或閑嘯其
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間 或啜茶其間 或偃臥其間 不知老之将至也 (或いは閑に嘯く其の間，
或いは茶を啜る其の間，或いは偃臥する其の間，老いの将に至らんとする
を知らず)」という句節があるところを見ると，いくらかは花開洞の茶を
連想させるところがあるともいえる。過去にさかのぼる文献はともあれ，
草衣の『東茶頌註』当時には，はっきりと花開洞に四五十里にわたって茶
樹があったこと，それが朝鮮最大の茶園であったこと，また七つの仏庵の
禅僧たちがいつもその茶を採取して飲用していたことがわかる。とすると，
飲茶の習慣がほぼ絶滅した近代においても，南部の禅僧たちのあいだでは
飲茶を行う法戯が依然として残っていたと推測されるのである。
さらに，その頌詩には歌われている。
東土所産元相同。色香気味論一切。陸安之味蒙山薬。古人高判兼両宗。
(東土の産する所，元は相ひ同じ。色香・気味の一切を論ずるに，陸安
の味，蒙山の薬，古人高く判じて両宗を兼ぬ)
彼は詩註にふたたび丁茶山の『東茶記』の中の一部を引用して，ある者
は東茶 (朝鮮の茶) の効がヴェトナム産の茶には及ばないというが，私
(草衣) が見るところ，色香も気味もいささかも遜色がなく，陸安茶は味
でまさり，蒙山茶は薬として勝っているが，朝鮮茶はその二つをどちらも
兼ねていると称賛するのである。そして，草衣はふたたび自分の説が我田
引水ではないことを証明していき，李賛皇5) や陸羽であったとしてもかな
らず自分のことばが正しいというであろうとしている。草衣は国産茶に対
する理解が深く，やや褒めすぎのきらいがないでもないが，一般人が想像
しているように，国産茶は苦茶ばかりではなく，採造方法の如何によって
は佳品になることもわかる。
蒙山茶というのは剣南蒙頂で産出する茶の名前であり，明の陸樹声6) の
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『茶寮記』の五花茶の条に，
蒙頂又有五花茶。其房作五出。
(蒙頂には又五花茶有り。其の房五つを作りて出す)
とあるものである。蒙頂山には五花茶という名産があることがわかるが,
『遵生八牋』7) の「論茶品條」に，
茶之産於天下多矣。若剣南有蒙頂石山。
(茶の天下に産するは多し。剣南に蒙頂・石山の有るがごとし)
とあることから，蒙頂山には五花茶の外にも石花茶という佳品が産出した
ことがわかるが，この二つの茶を並称して，その所産の山の名から蒙山茶
というのである。
草衣はまた朝鮮の茶の採取の時期を説明している。採茶の時候がふさわ
しいときにはいいが，あまりに早くてもよくないし，遅くなってもよくな
い。穀雨の前の五日がもっともよく，その後の五日もいいが，東茶すなわ
ち朝鮮茶でいえば，穀雨前後はまだ時期が早く，立夏前後がもっともいい
時期だとする。
茶書云 採茶之候。貴及時。太早則茶不全。太遅則神散。以穀雨前五日
為上。後五日次之。然験之東茶。穀雨前後太早。当以立夏前時為及時也。
(茶頌註)
(茶書に云く，採茶の候，貴きは及時なり。はなはだ早ければ則ち茶は
まったからず。はなはだ遅ければ神散ず。穀雨の前五日を以て上と為し，
後の五日は之に次ぐ。然るに之を東茶に験すに，穀雨の前後ははなはだ早
文一平『茶の故事』(下)
― ―147
し。当に立夏の前の時を以て及時と為す)
草衣の『東茶頌』は茶の故事を論ずるに際してもっとも貴重な著書であ
ることがわかるであろう。
1) 草衣：意恂 1786～1866。李朝末の僧。字は仲孚。十五歳で雲興寺に入っ
て僧となり，十九歳のときには玩虎から法を受けた。後に全羅道の大寺
(後の名は大興寺) に移り，康津で帰郷生活を送っていた丁茶山のもとに出
入りして，その学問に大きな影響を受けた。その後，金剛山を初めとして名
山を訪ねて各地の名士たちと交遊した。大寺には西山休静以来，参禅の際
に飲茶の習慣が残っていたのを継承して草衣茶を完成し，韓国の茶の文化を
復興させたといわれる。
2) 秋史：金正喜のこと。1786～1856。李朝末期の金石学者・書道家。字は元
春，号は阮堂・秋史など。本貫は慶州。朴斉家のもとで学問をして，1814年
に文科に及第，兵曹判書にまで至ったが，1840年には尹尚度の獄に連座して
済州島に帰郷，1851年には憲宗廟遷の問題で北清に帰郷して，都合13年の流
罪生活を送った。書では秋史体という独創的な書体を創造した。
3) 『茶経』：唐の陸羽の著書で，760年ごろに成立。茶の歴史・製法・器具に
ついて記した最古の書。
4) 休静：1520～1604。宣祖のときの高僧。俗姓は崔氏，字は玄応，号は西山・
清虚，本貫は完山。９歳で母が，10歳で父が死んで孤児となった。ソウルに
上って儒学を学んだが，心に染まず，智異山に登って経典を読み，僧となっ
た。21歳で雲観大師から印可を得，30歳で禅科に合格して，大選から両宗判
事にまで昇ったが，僧職を投げ棄てて，金剛山に帰った。1592年，壬辰倭乱
(文禄の役) が起こると僧兵5000を集めて功を立てた。
5) 李賛皇：李徳裕のこと。唐の人で字は文饒。少くして学問に励み，大節が
あった。武帝のときに准南節度使から抜擢されて相となったが，宣宗のとき
に崖州司徒に貶された。河北省賛皇県に別荘を営み平泉荘と名付けた。(こ
の項については,「李賛皇」としては不明であったのを，桃山学院大学大学
院研究生のクラウディア・シュミット，徐幼恩の二人がコンピューターの検
索能力を駆使して調べてくれたものである）
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6) 陸樹声：明，松江華亭の人。字は與吉。号は平泉・無諍居士・適園居士。
嘉靖年間の進士。官は太常卿。神宗の初め礼部尚書｡『茶寮記』『吸古叢語』
などの著書がある。
7) 『遵生八牋』：明の高濂撰。十九巻からなる。八つの牋 (項目) に分けて，
歴代の隠逸百人の事跡を述べている。
十五. 東茶の優劣
国産茶の優劣については，古来，内外の人びとに賛否両論がある。憲宗
のとき，草衣が国産茶を絶対に礼賛する立場で『東茶頌』を書いたことは
すでに述べたとおりだが，朝鮮人識者の中には国産茶といえば無条件で劣
悪品だとする傾向がある。宣祖のとき，許浚1) のような名医であっても，
その著の『東医宝鑑』に「苦茶」をわが国のことばで「チャクソルチャ」
と註していた｡「チャクソルチャ (雀舌茶)」は国産茶を意味するわけだが,
「苦茶」は味の苦い茶のはずである。今日になっても，雀舌茶といえば，
極下品茶の普通名詞になってしまった。
外国人識者で朝鮮茶を貶めるのは宋人の徐兢であり,「土産茶味苦渋。
不可入口」としているのを見ても，そのことがわかる。彼は朝鮮の茶が苦
くて渋く，口に入れることができないといっているのだが，それに対して
明人の楊鎬は朝鮮茶がはなはだ素晴らしいと礼賛していて,「此南原所産
也。厥品甚好」ということばが見えるのである。
このように朝鮮茶に対して内外の人びとの賛否両論がほぼ同じ比率で存
在するが，それなら朝鮮茶がいいか，よくないかといえば，それは程度問
題なのである。
風土の関係もあるであろうが，昔から朝鮮では茶の栽培が専門的に行わ
れたことがなく，中国人のそれのように改良に改良を重ねて佳品を作って
くるようなことはしなかったというのは事実である。
しかし，一般人が考えるように，朝鮮茶が必ずしも取るに足りない劣悪
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品だというわけではない。採取と製造の方法が適宜であれば，苦渋の気味
もないし，その色香とその気味が天下一品というわけではないにしても，
特に中国茶に一歩を譲るというわけではないようである。
茶の採取の方法も雲もない晴れた夜に露が充分に降りたときに摘み取る
のがもっともよく，日中に採取するのがそれに次ぎ，陰雨のもとで採取し
たものはよくない。また，茶の製造法についても，冷やして湿らせること
は避け，充分に暖かく乾燥していることが必要なので，竹の皮に包んで焙
器の中に入れ，二，三日に一度は火で焙るが，温度は体温をこえないよう
にする。あまり火気が強ければ茶が固まって飲むことができなくなる。
以上は草衣の『東茶頌註』と嘯雲の『荼茶弁証説註』に記されている採
取法と製造法の一節であるが，朝鮮にも南部の禅家には茶の採取・製造に
ついて一種独特な妙法が体得されていたようである。そうでなければ，到
底あのような佳品があるわけがない。今日まで飲茶の習慣の一縷の生命を
維持して来た南方の禅家には，悠久の来歴をもつなにか相伝の造茶の秘方
があったはずである。もしそうであれば，あの草衣が『東茶頌』で礼賛し
た朝鮮茶が必ずしも過褒であったということはできない。
朝鮮茶を礼賛した人には草衣の外に金秋史 (正喜) がいる。秋史は草衣
と同年齢の友人であり，仏教の哲理と詩の吟詠において論難し合い，はな
はだ頻繁に往来したが，秋史は茶道に対しても深い理解をもっていた。彼
はあるとき智異山の僧侶が製造した茶を嶺南の人にもらって試みに飲んで
大いに礼賛していっている。これは中国の勝雪のような香気と風味があり，
かつて燕京に行ったとき，双碑館中でこのような茶を知ったが，朝鮮に帰
国して四十年，このような茶は二度と見なかった，と。
眼識が一世に冠絶した秋史までもが，智異山茶に対して中国の葉茶の最
高の製品である勝雪にも頡頏するとして激賞しているのであり，もし栽培
と製造の秘法を普及させて大量生産をはかったならば，農業国としての朝
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鮮の一大利益の源となったであろうが，最後まで産業化されることがなく
終わったのは，他の理由があるわけではなく，役人たちの苛斂誅求を恐れ，
深く秘蔵して，あえて外に送り出すことがなかったからである。古今を通
して茶が産業化されなかった要因がどこにあったかよく理解できる。今，
秋史の原文を以下に掲げる。
茶品果是勝雪之余馥香。曾於双碑館中見如此者。東来四十年。再未見
之。嶺南人得之於智異山僧。山僧亦如蟻聚金塔。実難多得。又要明春再乞
僧皆深秘，畏官不易出。…… (『玩堂集』與権彜斎書)
(茶品，果して是れ勝雪の余馥と香あり。曾て双碑館中において此の
ごとき者を見る。東に来りて四十年，再び未だ之を見ず。嶺南の人，これ
を智異山の僧に得。山僧また蟻の金塔に聚まるがごとし。実に多くを得難
し。また要して明春ふたたび乞ふに，僧皆深く秘し，官を畏れて易くは出
さず)
1) 許浚：前出。九の注 4) を参照のこと。
十六. 茶の商品
茶の産業化されなかった理由は役人たちの誅求も問題であるが，まず第
一には一般民衆が飲用しなかったために，それを栽培する必要がなかった
のである。
たとえ大衆が飲用しなくとも，実際上，利害に鋭敏な朝鮮人であれば，
それを広く植えて，商品として売らないはずはない。しかし，茶に対して
はそうした観念すらなかったのが事実である。民衆は今でもそうであるが，
朝鮮の昔の当局者で茶の商品化を早く念頭に置いていた者がいたのかどう
か，わからないといえば，わからないのである。高宗十八年辛巳 (1881)
に金雲養1) が領選使として天津を往来したとき，中国の政治家の李鴻章2)
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が雲養と朝鮮の産物を議論して，茶の有無を尋ねた。雲養がこれに答えて，
湖南の沿岸地方にわずかに生産するのみだといった。
その後，壬午の軍変3) のときに朝鮮にやって来た呉長慶4) の幕僚の中に
も朝鮮を豊かにさせる方策として茶の利益をいう者がいた。とりわけ，李
澣臣5) という人が当時の接賓官であった金石菱昌煕6) に「朝鮮富強八議」
を論述したが，その第一条には次のようにいっている。
一曰籌商務 以収利益也。西国以経商 為本。務納貨税 以養兵。故富
強日臻。実寓餉於賈也。今既與之通商立約。従此各商雲集於国中。設百貨
暢銷。将見源源而至。必致民財外溢。莫塞漏巵。(中略) 此不得不亟思因
変達権以興互市之利。如煤鉄絲茶 為西人需用大宗。急宜教氏 請求採製
云々 (三籌合存朝鮮富強八議)
(一に曰く，商務を籌
はか
りて，もって利益を収む。西国は経商をもって本
と為し，貨税を納めしめて，もって兵を養ふ。故に富強，日に臻
さか
んなり。
実に賈に寓餉するなり。今既にこれと通商立約す。此より各商国中に雲集
せん。もし百貨の暢銷せば，源々として至るを見ん。必ず民の財の外に溢
るゝを致さん。漏巵を塞ぐことなかれ。……此れ亟
つよ
く思はざるを得ず，変
に因って権に達せば，以て互市の利を興さん。煤・鉄・絲・茶のごときは，
西人のために需要の大宗なり。急いで宜しく氏に教え，採製を請ひ求めん
云々)
上に挙げてある「煤鉄絲茶」すなわち石炭・鉄・生絲および茶は西洋人
の大きな需要のある物品であるから，できるだけ早く人民を教えて石炭・
鉄などの鉱物を採掘し，生絲と茶のような産物を製造すべきだと主張した
のである。
しかしながら，朝鮮では五百年のあいだ金銀などの鉱物の採掘は国禁と
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なっていたし，茶と桑の栽培もすでに衰退していたので，急にはどうする
こともできなかったのである。
李澣臣はさらに第二条に茶と桑の栽培と採製する方法について説明して，
中国のそれを模倣するのがいいといっている。やや煩雑だが，その原文を
以下に掲げることにする。
広植茶桑 宜山土。避風就陰。穀雨節前採苗。為茶品最上。節後収葉。
色味乃下。西人喜飲紅茶。緑茶如中国徽両省。採製之法是宜倣効。桑宜
於平原。悪湿喜肥。疎栽低護。春初採葉以飼蠶。蠶長絲。白絲為上。黄
色次之。中国湖州。無論婦孺。皆勤其業。故蠶桑之利。甲於天下。其法不
可不知也云々 (同朝鮮富強八議)
(広く茶・桑を植えん。山土が宜しからん。風を避けて陰に就く。穀雨
の節の前に苗を採る。茶の品，最上ならん。節の後に葉を収むるは，色味
すなはち下る。西人は喜びて紅茶を飲む。緑茶は中国の徽・両省の如く
せん。採製の法は是れ宜しく倣効すべし。桑は平原に宜しからん。湿を悪
み肥を喜ぶ。疎に栽ゑて低く護る。春の初めに葉を採り，もってて蠶を飼
ふ。蠶は長く絲を
く
る。白絲を上と為し，黄色これに次ぐ。中国の湖州，
婦孺を論ずることなく，皆その業に勤む。故に蠶桑の利，天下に甲たり。
其法，知らざるべからざるなり云々)
これで見ると，彼は親切にあれこれと教えようとしている。古来，絹と
茶で有名な中国人の説であるだけに，傾聴すべきものがある。ただ桑と茶
だけでなく，その他の産業においても中国人に学ぶことは多い。
ところが，それにもかかわらず，李氏朝鮮は建国当初から宋学とともに
家礼のようなものは中国からそのまま採用したものの，まさに人間の実生
活に必要な生産方法に至ってはまったく採用しようとはせず，また学ぼう
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ともしなかったのである。そうして，李朝一代を通して彼ら治者階級は空
理や虚礼には至って明るく，逆に実利と実用に関してはまったくの盲目だっ
たのである。
これは新羅時代や高麗時代にはかつて見られなかったことであって，李
氏朝鮮時代になって農工商を顧みず，すべての産業が委縮して不振となっ
たのも，理由がないわけではない。今日，朝鮮が地球上でもっとも貧しく
弱小であるその原因が胚胎して久しい。
茶と生糸においては，中国が昔から天下に独歩していたが，近時，日本
も明治維新以後，茶と生糸の改良をはかると同時に，その産出額の増進を
はかり，今や中国と肩を並べるまでに至ったのである。
しかし，この二つの世界的な茶と生糸の生産国にはさまれた朝鮮半島は，
茶と生糸の生産が貧弱だというよりも，ほとんど皆無である。これはなん
とも皮肉な状態といわねばならない。そしてともあれ朝鮮人は近世に至る
まで茶を広く植えて改良に改良を重ねて商品として外国に送り出すことは
ついになかったのである。
1) 金雲養：1835～1922。金允植。雲養は号で，字は洵卿，本貫は清風。1874
年，文科に及第，1881年には領選使として天津に派遣された。1882年，壬午
の軍変が起こると，大院君の執政を排除しようとして閔妃一派と結託，李鴻
章に援助を請い，呉長慶の指揮下に4500の清兵がやって来て大院君を拉致し
て行った。1894年の甲子更張以後は，金弘集内閣の外部大臣となり改革政治
に力を尽くしたが，親日派と見なされ，10年間の流配生活を送った。1910年，
日韓併合とともに，日本政府から子爵の爵位を贈られたが，1919年の３･１
独立運動の際に，この爵位は返還した。
2) 李鴻章：1823～1901。清末の政治家。曾国藩に従って太平天国の乱を平定。
以来，日清戦争や義和団事件にかかわって外交に貢献した。下関条約の際の
清の代表であり，日本の近代史とも大きな関わりをもつ。過酷な世界史の流
れに巻き込まれた清末の時代の政治の中枢にあって，直隷総督・北洋大臣・
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内閣大学士など要職を歴任して，軍隊の近代化，近代工業の育成などに努め
た。
3) 壬午の軍変：1882年７月，ソウルで起きた軍人の暴動。大院君から閔妃に
政権が移ると，旧来の軍隊への待遇が悪くなり，新たに新式の別技軍が日本
の支援のもとに出来た。大院君は旧来の軍隊の不満を利用して，閔氏政権の
転覆と日本公使館の襲撃を謀った。閔妃は地方に逃れ，花房義質公使も日本
に逃げて，大院君の意図は達成されたかに見えたが，日本と清のさらなる干
渉の強化を招き，大院君は清の保定に幽閉され，日本は済物浦条約を結んで
公使館に警備兵を置く権利を得た。
4) 呉長慶：清の将軍。1882年，閔妃一派の要請で，清の李鴻章は呉長慶・丁
汝昌・馬建忠などを送って大院君を捕えて内政干渉を行ったが，呉長慶は
3000の兵を率いてソウルの治安維持を担当した。
5) 李澣臣：『朝鮮実録』に彼の名を確認することはできない。
6) 金石菱昌煕：1844～1890。石菱は号，字は寿敬で，本貫は慶州。1864年，
文科に及第して，兵・吏・刑曹の参判，大司憲などを歴任した。1882年，壬
午軍乱が起こると，清は軍を送って大院君を拉致して，乱を鎮圧しようとし
た。このとき，昌煕は迎接官として活躍，以後，工曹判書・漢城府尹などを
歴任した。清の将軍たちを応接し交渉した記録を『東廟迎接録』として残し
ていて，その中に朝鮮の富強策について記している。
十七. 茶の故事 補遺
過去がどうであれ，現今の朝鮮で飲茶の風がすでに消滅してしまったこ
とは否認できない事実である。
われわれが日常で使用することばの中には「茶
タ
罐
クァン
」や「茶
タ
鐘
ジョン
」などの茶
の道具の名前が残っていて，昔の飲茶の風習の痕跡を残してはいる。
物の名前だけでなく，地名にも「茶
タ
泉
ジョン
」｢茶
タ
村
ジョン
」のような茶の伝説にか
かわるところがあり，ソウルの「茶坊
タ バ ン
コル」もあるいは昔の「茶房」の転
訛であるかも知れない。本来は宮中に置かれた茶房が李朝の初期のある時
期に現在の茶坊ゴルの位置に移されたのではないか。しかし，これはあま
文一平『茶の故事』(下)
― ―155
り根拠のない，私の漠然とした空想に過ぎない。
物の名と土地の名の外にも，われわれの年中行事の一つである茶
タ
礼
レ
のよ
うなものは，茶の故事の遺風と余韻が深く浸透かつ普及して，ほとんど朝
鮮人とは不可分の民俗の一部をなしているということができる。
それでは，茶礼というのは何かというと，名日に死者を祭祀する略礼で
あると朝鮮語辞典には記している。しかし，私の見るところによれば，死
者を祭祀する略礼というだけでなく，生者を供待する略礼もまた茶礼と称
している。
李朝時代に中国の使節を迎えるときには，先例によってまずは茶礼を行
うことになっているが，今日のことばでいえば，これは来賓に酒食を供す
る前に茶菓を出すことを意味する。しかし，その実は茶菓ではなく，略式
の饗応を意味していた。
壬辰の倭乱に際して宣祖は義州に避難した｡『宣祖実録』にはその行在
所を行き来する明使の接見のたびに「行茶礼」または「仍行茶礼」などの
文字が見える。また丙子の胡乱1) の後に人質として行った昭顕世子2) がし
ばらく帰国したところ，そのとき護衛して来た清の将軍に対して世子みず
からその客館に出て，茶礼を行ったことが見える。
甲申正月二十二日。王世子展謁宗廟。仍往南別宮。見護行将。行茶礼而
帰。
(甲子正月二十二日，王世子は宗廟に展謁し，よりて南別宮に往く。護
行の将に見
まみ
えて，茶礼を行ひて帰る)
南別宮は今日でいえば，朝鮮ホテルというようなもので，清の将軍たち
の宿所であり，茶礼は略式の飲食を意味している。
最近のこと，高宗3) の丙子の年 (1876) に朝鮮に来た清の使節を勤政殿
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で接見したときも，まずは茶礼を行ったことが，当時の宮中日記である日
省録に見える。
予曰皇華遠辱。遐陬動色。願行茶礼。略表微忱矣。勅使曰敢不拝嘉茶。
予曰通官以下 賜茶何如。勅使曰敬依。……
(予曰く,「皇華は遠きを 辱
かたじけな
く，遐陬に色を動かす。願はくは，微忱
を略表せん」と。勅使曰く,「敢えて嘉茶を拝せず」と。予曰く,「通官以
下，茶を賜はらんは如何」と。勅使曰く,「敬ひて依
したがは
ん」……)
ここの「予」は高宗の自称であって，勅使は清からの使節を指している。
そうすると，茶礼というのは生者の略礼としての飲食についても使用され
たことばであることがわかる。しかしながら，今日においては事実上は死
者に限ってだけ用いられることばとなった。
茶礼の他に「茶啖
タ ダ ム
床
サン
」という用語がある｡「茶啖」は「茶礼」とは正反
対に盛饌を意味していて，地方の役所で監司や使臣に供する最上の盛饌の
ことをいう。
「茶啖」もその初めは茶礼とともに略礼の名称であったものが，このよ
うに反対の意味を持つようになったのかも知れない。時代がまったく変わっ
てしまって，今日では「茶啖床」はほとんどなくなってしまったが，その
ことばだけはそのまま残っている。
茶啖のついでにいえば，甲午の年 (1894) 以前には「茶時」ということ
があった｡「茶時」がなにかといえば，司憲府の官員たちが毎日一回，登
庁会座することを「茶時」と称したのである。司憲府の官員というのは今
日の検事のような任務をもった官憲であるが，一日に一度の点心の時間の
ようなとき，会座合議する慣例があったと推察される。多い上にも多い名
称に，どうして茶時といったのか。これはおそらく飲茶の風が盛行した高
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麗以来の遺俗ではなかろうか。飲茶が廃止された李朝に入っても，依然と
してその会談とともに用語だけは伝わって残ったのではなかろうか。
茶時は司憲府の特殊用語であるのに対して，特殊用語ではないが，宮中
での進宴時に「茶亭
タチョン
」というものがあった。茶亭というのは茶亭子
タチョンチャ
の略称
として，すなわち茶器などを置く卓子のことであるが，どのような進宴図
を見てもかならず茶亭は酒亭
スチョン
とともに置かれている。これは古来一定の儀
式であって，最近の光武年間 (1897～1906) に至るまで少しも変わること
なく，そのままに続けられて来た。
ある歴史家の研究によれば，高麗のときの八関会の儀式が李朝の進宴式
として残ったのだという。八関会において茶がその重要な一部を占めてい
たので，すると，茶亭の由来もまたはなはだ長いものと見られる。
茶の用語を遡って考えるとき，茶と薬とを並べて挙げて，しばしば茶薬
と称する場合もあり，また茶と酒とを並べ挙げて茶酒と称する例もある。
この二つの用語のあいだにはっきりした時代的区分があるというわけで
はないが，ある意味において，飲茶の風が僧侶界から凡俗界へと移っていっ
た消息を伝えていると見ることもできる。
しかし，茶は一歩を踏み出して，菓子や煙草と並称して,「茶菓
た ク ワ
」とも
「茶
タ
草
ジョ
」とも称するのだが，しかし，大衆化する前にいちはやく廃れてし
まった。大衆が味わうことのない茶がどうして産業化されることがあろう
か。朝鮮文化におよぼした茶の功績がほぼ芸術に限られ，産業にまで進展
しなかったのは，主にこのためである。
茶のもとの語は中国語のチョであり，日本語のチャ，英語のティ，朝鮮
語のチャと多少の転変があっても。すべて原語のチョから出ている。茶は
チャと呼ぶことができるはずであるが，どうしてタと称するのか｡『杜詩
諺解』や『訓蒙字会』でもチャとしているのに，どの時代にどんな理由で
チャをタと呼ぶようになったのかわからない。
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梵語に茶を「閼伽」とするが，漢語のチョとは異なる。インド茶は中国
茶が移植されたものだとする説があるが，語源が違うことから推察すると，
両者は別系統のものとするのが正しいようである。
そして，茶の名称に大小があるが，文宗のときの『高麗史』に現れる茶
の中には大茶というものが見える。この大茶について，ある学者は大国茶，
すなわち中国の茶だと解釈している。
しかし，文宗4) の第四子である大覚国師5) の文集を見ると，宋の僧の弁
真が同国師に送った礼物の中に小茶一百斤が記されている。これで推察す
ると，先の大茶は大国茶を意味しているのではなく，当時の宋国にはすで
に大茶と小茶の名称があった模様である。ただ，この大茶・小茶に関する
研究は以後の機会に譲ることにして，この私の「茶の故事」はあまりに散
漫にわたるのではないかと恐れて筆を置くこととする。妄りな発想や錯誤
が多いのではないかとみずから羞じる次第である。
1) 丙子の胡乱：1636年に勃発した清の第二次朝鮮侵略。丙子の年に始まって
翌年の丁丑の年まで続いたので丙丁虜乱ともいう。1627年の丁卯胡乱の後，
朝鮮と後金 (後の清) とは兄弟国の盟を結んだが，後金は明を討つために軍
糧・兵船などさまざまな要求を朝鮮につきつけた。内蒙古を平定したホンタ
イジは清国の皇帝太宗を名のり，朝鮮王に臣下の礼を取るよう強要，仁祖が
これを拒否したため，1936年12月，十万の兵を率いて朝鮮に侵攻した。朝鮮
の王族は江華島に避難，仁祖自身は退路を絶たれて南漢山城に逃げたものの，
翌年の１月には投降して，漢江岸の三田渡の投降壇において太宗に臣従を誓
わされた。
2) 昭顕世子：1612～1645。仁祖の嫡男の李。仁烈王后韓氏の所生。1625年，
世子に冊封，1627年の丁卯胡乱，1636年の丙子胡乱を経て，昭顕世子は鳳林
大君 (後の孝宗) とともに清の瀋陽に人質として行った。蒙古語をならって
西域遠征に出陣したりもした。アダム・シャールの下でキリスト教にも触れ，
帰国がかなったとき，天文・科学の西洋の文物およびキリスト像などももた
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らしたが，二カ月で病死して，文物も焼失してしまった。昭顕世子は鳳林大
君の瀋陽滞在中のことは『瀋陽日記』に克明に記録されている。
3) 高宗：1852～1919。朝鮮26代の王・李。在位1863～1907。英祖の玄孫の
興聖大院君の二男。妃は閔致禄の娘。哲宗に子どもがいずに宮廷内の様ざま
な思惑から12歳で即位し，その父の大院君が摂政として政治を掌握した。成
人して親政を始めたが，今度は妃の閔氏一族が台頭して力を握り，日本と清
の圧力とそれへの対応を巡って宮廷内の抗争が繰り返され，壬午軍乱や甲申
政変などが相次いだ。日清戦争後の1895年には閔妃が日本人によって殺され，
ロシア公使館に避難した。1897年には王宮に戻って大韓帝国と改め，皇帝を
称した。日露戦争後，朝鮮は実質的に日本の植民地となり，1907年にはハー
グの平和会議に使者を送ってその不当を訴え，日本によって退位させられた。
日韓併合の後は徳寿宮李大王と称され，日本の皇族としての待遇を受けたが，
その死去は日本人による毒殺と噂され，その葬儀の日をきっかけに３･１独
立運動が起こった。
4) 文宗：1019～1083。高麗11代の王の王徽。在位1046～1083。高麗の国家と
しての制度が完備して安定し，高麗文化の華が咲き開いた時期の王。1076年
には田柴科を改訂して両班と軍人らの禄俸制度を整えた。
5) 大覚国師：1055～1101。字は義天。高麗の文宗の第四子。11歳で僧となり，
華厳教理を学びながら，しだいに天台教理に関心をもつようになり，1085年
には宋にわたって華厳と天台の両宗を学んだ。多数の経典をもち帰って，開
城近郊の興王寺に住持した。一時，海印寺に隠退したが，晩年にはふたたび
興王寺にもどり，新設の国清寺を兼任して，高麗天台宗を確立した。
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